
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
（
以
下
、

「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
と
省
略
）
導
入
を

契
機
に
、
全
国
で
多
様
な
タ
イ
プ
の
集
落
営

農
組
織
が
新
設
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
既
存

の
組
織
が
再
編
成
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
同
対
策
に
加
入
す
る
任
意
組
織
の

集
落
営
農
組
織
は
５
年
以
内
に
法
人
化
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。　（1）
 

そ
こ
で
、
集
落
営
農
組
織
に
と
っ
て
の
法

人
化
の
意
義
や
必
要
性
、
法
人
化
の
条
件
等

の
検
討
の
た
め
、
平
成
２１
年
３
月
２８
〜
３０
日

に
筑
波
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
農
業
経
済

学
会
大
会
で
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。　（2）
 

  
座
長
解
題
 

農
林
水
産
政
策
研
究
所
　
小
野
　
智
昭
 

 
（１）　  
　
集
落
営
農
組
織
の
増
加
と
多
様
性
 

 経
営
所
得
安
定
対
策
に
よ
っ
て
、
集
落
営

農
組
織
が
急
増
し
た
。
集
落
営
農
実
態
調
査

に
よ
る
と
、
２
０
０
５
年
か
ら
２
０
０
８
年

の
３
年
間
に
、
組
織
数
は
１
万
か
ら
１
万
３

千
へ
、
３
千
組
織
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
経

営
所
得
安
定
対
策
の
実
施
に
よ
っ
て
多
く
の

組
織
が
再
編
さ
れ
、
性
格
の
変
化
、
活
動
の

進
展
、
法
人
化
が
進
ん
で
い
る
。
法
人
の
割

合
は
、
集
落
営
農
組
織
全
体
で
６
%
か
ら
１２

％
へ
上
昇
し
、
同
対
策
へ
の
加
入
・
加
入
予

定
組
織
で
は
２
０
０
８
年
に
２０
％
に
な
っ
て

い
る
。 

地
域
別
に
み
る
と
、
北
陸
、
東
海
、
近
畿
、

中
国
等
の
こ
れ
ま
で
ぐ
る
み
型
組
織
が
展
開

し
て
い
た
地
域
で
は
、
組
織
数
は
微
増
で
あ

る
が
、
ぐ
る
み
型
組
織
や
協
業
経
営
型
組
織

が
新
設
・
再
編
に
よ
っ
て
組
織
化
さ
れ
、
法

人
割
合
も
高
い
。
他
方
、
東
北
、
関
東
・
東

山
、
四
国
、
九
州
等
の
こ
れ
ま
で
集
落
営
農

組
織
が
多
く
な
か
っ
た
地
域
で
組
織
数
が
急

増
し
、
作
業
受
託
組
織
や
共
同
利
用
組
織
か

ら
の
再
編
成
に
よ
る
集
落
営
農
組
織
の
設
立

や
、
そ
う
し
た
ベ
ー
ス
な
し
で
の
新
設
が
進

ん
だ
。　（3） 
 

 
（２）　  
　
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
 

 集
落
営
農
組
織
に
と
っ
て
法
人
化
は
、
組

織
が
企
業
的
経
営
体
へ
発
展
す
る
際
に
は
、

重
要
な
方
向
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
集
落
営

農
組
織
は
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
る
。
機
械
作

業
等
の
営
農
の
担
い
手
タ
イ
プ
別
で
は
、
担

い
手
が
少
数
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
型
、
構
成
員

の
多
く
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
担
う
全
戸
共
同

型
、
組
織
の
目
的
別
で
は
、
農
業
経
営
体
を

志
向
し
所
得
増
加
を
目
指
す
組
織
、
地
域
の

農
地
維
持
・
保
全
で
あ
る
組
織
等
が
あ
る
。

政
策
研
の
調
査
事
例
を
暫
定
的
に
分
類
す
る

と
、
法
人
割
合
は
、
営
農
タ
イ
プ
で
は
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
型
で
高
く
、
目
的
別
で
は
農
地
保

全
・
維
持
型
で
も
高
い
。 

農
地
維
持
・
保
全
が
目
的
の
組
織
で
も
法

人
化
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
法

人
化
の
意
義
を
考
え
る
と
、
法
人
化
は
所
得

増
加
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
組
織
の
安
定

性
・
永
続
性
の
確
保
の
た
め
の
制
度
的
保
証

で
あ
る
と
い
う
側
面
が
注
目
さ
れ
る
。 

生
産
効
率
化
、
複
合
化
・
多
角
化
に
よ
る

所
得
増
大
等
の
企
業
的
経
営
体
的
課
題
と
は

別
次
元
の
課
題
と
し
て
、
法
人
化
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、

本
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画
し
た
。
集
落
営
農
組

織
の
中
に
は
、
協
業
経
営
体
へ
の
発
展
に
伴

い
、
法
人
化
に
向
か
う
組
織
が
あ
る
一
方
で
、

個
別
経
営
展
開
地
域
で
は
水
田
作
の
効
率
化

の
た
め
の
組
織
化
と
経
営
上
、
税
制
上
の
メ

リ
ッ
ト
を
求
め
た
法
人
化
、
ま
た
中
山
間
地

域
で
は
農
地
・
集
落
の
維
持
の
た
め
の
組
織

を
恒
久
化
さ
せ
る
た
め
の
法
人
化
を
め
ざ
す

方
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
地
域
差
、
タ

イ
プ
差
を
考
慮
し
て
、
法
人
化
の
報
告
を
以

下
の
よ
う
に
行
っ
た
。 

  
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
に
よ
る
 

集
落
営
農
組
織
の
再
編
と
 

法
人
化
を
め
ぐ
る
状
況
 

｜
兼
業
深
化
地
域
・
岐
阜
県
海
津
市
の
事
例
を
中
心
に
し
て
｜
 

岐
阜
大
学
　
荒
井
　
聡
 

 経
営
安
定
対
策
を
契
機
に
、
経
理
の
一
元

化
等
を
行
い
組
織
経
営
体
へ
と
再
編
さ
れ
た

集
落
営
農
組
織
を
対
象
と
し
て
、
同
対
策
前

後
で
の
組
織
の
構
成
変
化
、
経
営
状
況
、
法

人
化
へ
の
意
向
・
課
題
等
を
整
理
し
、
集
落

営
農
組
織
の
位
置
・
役
割
を
考
察
し
た
。 

岐
阜
県
海
津
市
旧
平
田
町
で
は
、
集
落
に

は
、
機
械
の
共
同
利
用
組
織
、
麦
・
大
豆
の

集落営農の発展と法人化 
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転
作
受
託
組
織
、
稲
作
受
託
組
織
が
目
的
別

に
重
畳
的
に
形
成
さ
れ
、
ま
た
受
託
組
織
が

協
業
経
営
組
織
へ
進
化
す
る
例
が
あ
っ
た
。

経
営
所
得
安
定
対
策
へ
の
加
入
に
対
応
し
て
、

重
畳
的
組
織
が
単
一
組
織
に
再
編
成
さ
れ
、

し
か
も
受
託
組
織
か
ら
協
業
経
営
へ
多
く
が

移
行
し
た
。 

海
津
市
内
２７
組
織
を
組
織
規
模
別
に
損
益

分
析
し
、
経
営
安
定
度
や
経
営
所
得
安
定
対

策
の
効
果
を
分
析
し
、
以
下
の
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
単
一
集
落
を
ベ
ー
ス
に
し
た
５０ 

ha
未
満
程
度
の
比
較
的
小
規
模
な
組
織
は
、

農
地
の
維
持
管
理
的
側
面
を
持
つ
が
、
経
営

安
定
所
得
対
策
を
契
機
に
麦
・
大
豆
の
新
規

作
付
を
開
始
す
る
等
の
展
開
が
あ
り
、
法
人

化
に
は
や
や
消
極
的
で
あ
る
。
複
数
集
落
を

ベ
ー
ス
に
し
た
５０ 
ha
〜
１
０
０ 
ha
規
模
の
中

大
規
模
の
組
織
は
、
５０
歳
代
の
専
従
者
や
定

年
帰
農
者
等
の
専
業
的
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

確
保
し
た
担
い
手
主
体
型
の
組
織
で
、
法
人

化
に
も
積
極
的
で
あ
る
。 

 
 

主
業
地
域
に
お
け
る
 

集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
 

｜
山
形
県
庄
内
を
主
た
る
事
例
と
し
て
｜
 

山
形
大
学
　
角
田
　
毅
 

 主
業
的
農
家
が
多
数
存
在
す
る
東
北
地
方

で
水
稲
単
作
的
傾
向
の
強
い
山
形
県
庄
内
地

域
等
を
対
象
に
、
集
落
営
農
に
お
け
る
法
人

化
の
目
的
、
法
人
化
に
お
い
て
ク
リ
ア
す
る

べ
き
条
件
、
法
人
化
の
意
義
を
検
討
し
た
。 

山
形
県
で
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
を
契

機
に
庄
内
地
域
と
村
山
地
域
で
集
落
営
農
組

織
が
設
立
さ
れ
た
。
庄
内
地
域
で
は
、
米
＋

大
豆
を
作
付
け
る
中
規
模
の
自
作
農
に
よ
り
、

旧
村
を
単
位
と
し
た
５
０
０ 
ha
前
後
の
大
規

模
集
落
営
農
組
織
が
設
立
さ
れ
特
定
農
業
団

体
と
な
っ
た
。
他
方
、
村
山
地
域
で
は
、
米

＋
果
樹
（
さ
く
ら
ん
ぼ
）
の
複
合
経
営
農
家

に
よ
り
、
集
落
を
単
位
と
し
た
５０
〜
１
０
０ 

ha
規
模
の
集
落
営
農
組
織
が
設
立
さ
れ
た
。

庄
内
地
域
で
は
特
定
農
業
団
体
の
設
立
で
当

面
の
目
標
は
達
成
さ
れ
た
と
い
う
意
識
が
農

家
に
あ
る
。
農
家
は
個
別
指
向
が
強
く
、
ま

た
設
立
さ
れ
た
組
織
が
大
き
す
ぎ
て
意
思
統

一
し
に
く
い
等
の
た
め
、
そ
れ
ら
新
設
組
織

で
の
法
人
化
の
事
例
は
ま
だ
な
い
。
特
定
農

作
業
受
託
を
中
心
と
す
る
ゆ
る
や
か
な
法
人

組
織
で
あ
る
「
庄
内
型
集
落
営
農
組
織
」
の

推
進
が
関
係
機
関
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い

る
。
秋
田
県
で
は
２
８
０ 
ha
規
模
の
法
人
組

織
の
先
進
事
例
が
あ
る
。
法
人
化
に
よ
り
、

経
営
発
展
の
努
力
の
発
揮
、
後
継
者
確
保
等

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
庄
内
地
域
の
集
落
営

農
組
織
に
お
い
て
も
法
人
化
が
展
望
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。 

  
中
山
間
地
域
に
お
け
る
 

集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
 

｜
島
根
県
を
事
例
と
し
て
｜
 

島
根
大
学
　
井
上
　
憲
一
 

 県
土
の
９
割
、
居
住
人
口
の
６
割
を
中
山

間
地
域
が
占
め
、
３０
年
間
、
集
落
営
農
組
織

へ
の
支
援
が
行
わ
れ
て
き
た
島
根
県
を
対
象

に
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
集
落
営
農
組
織

の
法
人
化
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
た
。 

島
根
県
で
は
、
最
近
１０
年
間
で
集
落
営
農

組
織
が
２
・
４
倍
、
農
業
生
産
法
人
が
３
・

８
倍
に
増
加
し
た
。
島
根
県
で
は
、
平
坦
地

域
で
は
特
定
農
業
団
体
の
設
立
、
中
山
間
地

域
で
は
特
定
農
業
法
人
の
設
立
や
農
外
参
入

企
業
に
よ
る
営
農
も
あ
る
。
島
根
県
の
中
山

間
地
域
の
組
織
は
複
数
集
落
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
が
、
経
営
面
積
が
小
さ
く
、
水
稲
作

付
比
率
が
高
い
。
中
山
間
地
域
の
集
落
営
農

組
織
６２
に
対
す
る
調
査
か
ら
、
組
織
を
経
営

発
展
度
と
地
域
貢
献
度
の
指
標
で
評
価
を
試

算
し
た
結
果
、
中
山
間
地
域
の
集
落
営
農
組

織
は
農
地
・
集
落
の
維
持
等
の
地
域
貢
献
の

比
重
が
高
い
こ
と
、
設
立
後
の
経
過
年
数
の

長
い
組
織
ほ
ど
地
域
貢
献
度
が
高
い
こ
と
等

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
農
地
・
集
落
の
維
持

等
の
地
域
貢
献
を
目
的
に
集
落
営
農
組
織
の

法
人
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
経
営

展
開
の
中
で
結
果
と
し
て
収
益
性
が
向
上
し
、

そ
れ
を
基
礎
に
さ
ら
に
地
域
貢
献
目
的
の
事

業
を
展
開
す
る
事
例
が
あ
る
。
中
山
間
地
域

の
集
落
営
農
組
織
に
と
っ
て
、
法
人
化
は
、

地
域
貢
献
を
達
成
す
る
上
で
有
効
な
手
段
で

は
な
い
か
。
法
人
化
の
た
め
に
は
６０
歳
代
の

定
年
退
職
者
及
び
そ
の
予
備
軍
が
一
定
程
度

在
村
し
、
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
こ
と
等
が
条
件

と
考
え
ら
れ
る
。 

注
（１）
集
落
営
農
組
織
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
で
担
い

手
と
し
て
本
格
的
に
政
策
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

そ
の
集
落
営
農
組
織
は
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な

経
営
体
で
あ
る
法
人
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
任
意
組
織
の
ば
あ
い
は
、
特
定
農

業
団
体
（
あ
る
い
は
そ
れ
と
同
様
の
組
織
）
か
ら
、

農
業
生
産
法
人
、
特
定
農
業
法
人
と
な
っ
て
、
効

率
的
か
つ
安
定
的
な
経
営
体
で
あ
る
認
定
農
業
者

へ
、
と
い
う
発
展
経
路
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
改
正
農
地
法
に
よ
る
と
、
法
人
形
態
を
問
わ

な
い
農
業
経
営
法
人
が
、
特
定
農
業
法
人
、
認
定

農
業
者
と
な
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。 

　
（２）
農
林
水
産
政
策
研
究
所
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

「
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
導
入
に
伴
う
農

業
経
営
・
農
地
利
用
集
積
等
の
動
向
の
分
析
」（
平

成
１９
〜
２１
年
度
）
を
実
施
し
、
全
国
の
集
落
営
農

組
織
７７
を
対
象
に
し
た
現
地
調
査
、
各
地
の
研
究

者
と
協
力
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
の
一
環
と
し
て
、
研
究
に
参
画
す
る

大
学
の
研
究
者
と
と
も
に
こ
の
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
企
画
し
た
。
こ
の
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
報
告

内
容
は
、『
集
落
営
農
組
織
の
発
展
と
法
人
化
（
仮

題
）』
と
し
て
当
研
究
所
か
ら
近
刊
す
る
予
定
で
あ

る
。 

　
（３）
転
作
受
託
組
織
が
再
編
成
さ
れ
て
米
を
取
り
込
ん

で
設
立
さ
れ
た
組
織
や
、
共
同
利
用
組
織
か
ら
再

編
成
さ
れ
た
組
織
、
あ
る
い
は
ベ
ー
ス
に
な
る
組

織
が
な
く
て
設
立
さ
れ
た
組
織
等
で
は
、
実
際
の

営
農
は
ほ
と
ん
ど
個
別
で
、
経
理
は
共
同
経
理
を

行
い
つ
つ
、
個
別
農
家
ご
と
に
枝
番
管
理
と
い
う

事
例
も
あ
る
。 
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